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まえがき

レーザー核融合炉を実現するには非接触支持技術を確立し爆縮の均一化を達成する必要

がある｡その中でも最も有望な手法の一つである磁気懸架の基礎研究に立脚し､それを実

際のヤーザー核融合実験に提供できることを目指した｡本報告書では､その装置開発の研

究成果について述べる｡

申請者の開発装置を､美濃シリーズと称し､可搬性のある4つのユニット構造とするこ

とを基本設計思想とした｡

本研究での2年間の研究の結果､その目標が達成されるに至った｡すなわち､第1ユニ

ットであるガスパフユニット(GPU)の開発により､ペレットの寸法､ペレットの材質､

に依存せず､現在のレーザー核融合実験に供せられる如何なるペレットをも確実に打ち上

げられるようにした｡第2の位置検出ユニット(PDU)では､±5〃mの位置精度検出

を保証しながら､0.03立方メータ｢の小型ユニツ'トとし得た｡第3の位置制御ユニッ

ト(PCU)では､高い信頼性でかつ小型の機器構成に組み立てた｡第4のペレット懸架

ユニット(PSU)には､電磁石を冷却構造とし高真空での換作にも耐えられるものとし

た｡2年間で作製した､美濃2号のテスト運転を行い､阪大レーザー核融合研究センター

の激光ⅩⅡ号直接爆締型ペレット､のみならず米国で建設中のNIF(NationalIgmition

Faqlllties)用の間接照射型ペレット､にも適用できることを示した｡

以上の研究の結果､本研究の磁気懸架装置美濃2号が､国内のみならず国外のレーザー

核融合実験に供せられる装置として実現するに至った｡本研究の遂行にあたり､文部科学

省をはじめ他の関係各位のご支援に深甚なる敬意を表明する次第である｡


